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株主の皆様へ

株主の皆様には日頃から温かいご支援をいただき、厚くお礼申しあげます。

ここに第１１期中間事業報告書をお届けするにあたり、一言ご挨拶申しあげます。

当社は１９９２年７月１日の会社設立以来、本年で節目の１０周年を迎えることができました。

その間、１９９９年９月に大阪証券取引所第二部、ついで２０００年１１月には東京証券取引所

第二部市場への上場も果たすことができました。これもひとえに株主の皆様をはじめとする

多くの方々のご支援の賜物と深く感謝申しあげます。

さて、世界およびわが国の経済情勢は今年に入り回復の兆しを見せ、第１四半期には底を

打った模様であります。当社の今中間期の売上状況も前年に比べ改善してまいりました。

しかしながら、まだ景気の回復力に力強さは見られず、引き続き厳しい状況が続くものと気を

引き締めております。一方、当社を取り巻く営業環境をみますと、こうした不透明かつ低成長

の時代であるが故に、モノづくりの大胆な変革が求められており、製造の海外移転や部材調

達、製造、物流といった各段階での様々な形でのアウトソーシングの活用が進んでおります。

当社といたしましては、こうしたアウトソーシングニーズをＥＭＳビジネスとして取り込むべく、

タイ・中国など海外主要工場の生産能力・技術を増強し、液晶モジュー

ル・カメラモジュール等の通信機器や車載関連機器など今後の有望分

野への取組みを予定通り進めてまいりました。引き続きＥＭＳ事業をコア

分野として強化していきたいと考えております。

本年下期より次の１０年に向けスタートするにあたり、社員一同、心を

新たに業績の向上に努力する所存でございますので、引き続きご支援賜

りますようお願い申しあげます。

平成１４年８月

取締役社長　村井史郎
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営業概況

昨年の第４四半期は、米国の同時多発テロをきっかけとして、世界的な同

時不況への突入が懸念されましたが、本年第１四半期にはアメリカ経済

が力強い回復を見せ、わが国の経済も、アジアや米国向けを中心とした

輸出の拡大や在庫調整の進展により、実質成長率が1年ぶりにプラスに

転じました。この結果、わが国経済は本年上半期に底入れをしたものと見

られております。しかしながら、アメリカ経済の成長率鈍化、円高の進行に

加え、設備投資・個人消費が依然低迷していること等から、今後の回復

力は緩やかなものにとどまる見込みです。当社を取り巻く業界も本年上半

期には、半導体や液晶等の部品在庫調整の一巡、パソコン需要の持ち

直し、デジタルカメラ、ＤＶＤ等民生電子機器の販売好調等に支えられ、

受注状況の回復が見られました。こうした情勢の中で、当社の当中間連

結会計期間の業績も、ＩＴ不況の影響が大きかった前年同期に比べて、

通信機器、車載関連などの電子部門の販売が堅調に推移しました。

この結果、当中間連結会計期間の売上高は４３,７６２百万円となり、前

中間連結会計期間に比べ、４,４６４百万円の増加(前年同期比１１.４％

増加)となりました。また、売上原価の逓減に努めた結果、売上総利益

は３,０７１百万円となり、売上総利益率は前中間連結会計期間に比べ、

０.５％改善し７.０％となりました。携帯電話用半導体の設計・開発費

用の増加等により、販売費及び一般管理費が増加しましたが、営業利

益は５６２百万円となり、前中間連結会計期間に比べ、３１５百万円の

増加（前年同期比１２７.６％増）となりました。経常利益はドルの主要

通貨に対する急速な下落による多額な為替差損の発生等で、１９９百

万円となり、前中間連結会計期間に比べ３８２百万円減少(前年同期

比６５.７％減少)し、当期純利益は３８百万円で、前中間連結会計期間

に比べ１７０百万円の増加となりました。

事業のセグメント別の状況は次のとおりであります。

■電子部門

当社グループのコアになる部門で、通信機器、情報機器、民生機器、

車載関連、一般電子部品・デバイス等に係る完成品、組立品、基板実

装、部品単体・キット等の領域を幅広くカバーしております。当中間連

結会計期間におきましては、携帯電話用液晶基板実装・家電機器の

完成品・携帯電話用部材の出荷等が堅調に推移した結果、売上高

は３８,０２７百万円（前年同期比１５.７％増加）、営業利益は１,００７百万

円（前年同期比５４.６％増加）となりました。

■機械部門

オートバイ用部材、自動車用ワイヤーハーネス部材、空調機器、設備

機械等を取り扱っておりますこの部門は、オートバイの小型排気量モ

デル用部材やワイヤーハーネス部材の受注の減少等により、当中間

連結会計期間の売上高は４,８１５百万円（前年同期比１３.４％減少）、

営業利益は３２百万円（前年同期比４２.３％減少）となりました。

■その他部門

フロンガス、合成樹脂、印刷インキ、化成品等を取り扱っております

この部門は、売上高は９３１百万円（前年同期比６.０％増加）、営業

利益は３８百万円（前年同期比２８.５％減少）となりました。
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■部門別中間連結売上高構成

※部門別売上高には、部門間の内部
売上高または振替高１,２００万円が
含まれています。

※２０００年６月期連結の数値は
参考であり、監査法人の監査
を受けておりません。
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グループ経営戦略

54

トピックス

―――――――――――――２００２年中間期

●インターネプコンワールドジャパン プリント配線板ＥＸＰＯに出展

本年１月１６～１８日に開催された「インターネプコンワールドジャパンプリント配線板

ＥＸＰＯ」ＥＭＳゾーンに出展致しました。当社が海外に展開するＥＭＳ工場１０拠

点の特色を前面に出した展示内容でした。

多様化するアウトソーシングに対するお客様

のご要望を的確に把握し、最適なEMSサー

ビスを提供するため、第一線で活躍する当社

営業がブースに立ち数多くの商談の場を持

ちました。

●ＳＩＩＸＥＭＳ（Ｔｈａｉｌａｎｄ）Ｃｏ.,Ｌｔｄ.のクリーンルーム設備の着工

当社ＥＭＳのフラッグシップ工場であるＳＩＩＸＥＭＳ（Ｔｈａｉｌａｎｄ）Ｃｏ.,Ｌｔｄ.にクラス

１０,０００のクリーンルーム設備の導入を決定し、着工致しました。０６０３サイズの

ような微細なチップ部品を用いた基板実装品の実装工程においては高いクリー

ン度が要求されます。電子機器の小型化に伴いますます実装密度が高まるのは

必至であり、高品質の基板実装を実現する上ではクリーンルームの導入は不可

欠と判断しました。携帯電話に搭載されるカメラモジュールはこのクリーンルーム

内の実装ラインで製造されます。

●ＳｌｕｚｂａＳＩＩＸＥｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ（スロバキア）の第二工場着工

ＥＵ内での拡大するEMS需要に対応するため、オーストリア・ウィーンから程近いスロバキアに合弁で設立した

ＳｌｕｚｂａＳＩＩＸＥｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓの第二工場建設に着工致しました。完成は本年１２月の予定です。

●経営の基本方針

世界の製造業がボーダレスに製造場所を選択し、また

一層のアウトソーシング化が進行しつつある中で、当社は

エレクトロニクス関連事業をコア分野として、ＥＭＳ（電子

機器受託製造サービス）事業、モジュール事業、製品企

画事業に経営資源を集中し、世界各地で製造業が必要

とする資材調達、製造拠点、営業、マーケティング等の

サービスをリアルタイムに提供することを事業の基本方針

としております。

●会社の経営戦略と対処すべき課題

製造のアウトソーシング、調達のグローバル化等への

ニーズの高まりや、業種を問わず進展するエレクトロニク

ス化の動きに対応して、設計・開発、部材調達、部品・モ

ジュール・機器の製造、物流、販売等の幅広い領域をカ

バーするＥＭＳ事業を強化していく所存です。

取扱分野の拡大

収益基盤の安定化、成長分野への取組みの観点から、

従来の通信・情報機器、ＡＶ機器分野に加えて、比較的

商品サイクルが長く、かつ一層の電子化が見込まれる車

載関連機器や民生機器・産業機器関連のＥＭＳビジネ

ス拡大に注力いたします。

モジュールビジネスの強化

製造業のアウトソーシング化は製品開発の省力化、期間短

縮という要求を伴います。こうしたニーズに対して当社は、

国内外の当社グループ開発・設計会社、有力メーカー等

と提携し、カメラモジュール、ＬＣＤモジュール等各種モ

ジュールの設計・開発・製造・販売を強化しております。

特に今後発売されるほぼ全ての携帯電話に搭載が期待

される超小型ＣＣＤにレンズを一体化したカメラモジュー

ルには、一層注力いたします。

製造部門の強化

車載関連機器やモジュール製造の増加に伴う生産能

力・品質・技術要求の高度化に対応して、当社グループ

の旗艦工場であるタイや中国・東莞等の生産子会社で

の設備増強を進めております。タイでは当社１００％出資

の電子基板実装会社ＳＩＩＸＥＭＳ（Ｔｈａｉｌａｎｄ）Ｃｏ.,Ｌｔｄ.

の新工場に新たにクリーンルームを増設、現在実装量世

界第三位の０６０３チップの実装事業により高いクリーン度

を提供することで付加価値を高めています。また中欧は

スロバキアに設立した合弁生産会社ＳｌｕｚｂａＳＩＩＸ

Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓｓ.ｒ.ｏ.の第二工場の建設に着工、拡大ＥＵ

域内の消費に対応するＥＭＳ工場として、地理的なメリッ

トと中欧の割安の人件費で比較優位のビジネスメリットを

提供してまいります。

▲微細チップ部品のサイズ比較。１００５（１.０×０.５ｍｍ）
と０６０３（０.６×０.３ｍｍ）“ＳＩＩＸＥＭＳＴＨＡＩＬＡＮＤ”の
文字の１点１点がチップ部品で構成される。

▲シークスＥＭＳネットワークの中核をなす旗艦工場です。
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中間連結財務諸表

中間比較連結貸借対照表

科　　目
当中間期 前中間期 前　期

（H１４年６月３０日現在） （H１３年６月３０日現在）（H１３年１２月３１日現在）

百万円 百万円 百万円
資産の部

流動資産 ２４,６４２ ２３,２６６ ２４,３２６

現金及び預金 ５,６１７ ３,２５５ ４,４３４

受取手形及び売掛金 １２,９９４ １２,５６４ １４,２２３

たな卸資産 ４,８８３ ６,１２７ ４,４６１

繰延税金資産 ２３３ ４５９ ２１５

その他 １,３２５ １,２８９ １,４１２

貸倒引当金 △４１２ △４３０ △４２１

固定資産 ６,６０４ ６,２４８ ６,８６３

有形固定資産 ３,６８９ ３,３３２ ３,７９８

無形固定資産 ９９ １４１ １３４

投資有価証券 １,４６９ １,４７８ １,５２２

繰延税金資産 ４４２ １３６ ２９５

その他 １,２８６ １,３９０ １,４１４

貸倒引当金 △３８１ △２３０ △３０１

資産合計 ３１,２４７ ２９,５１４ ３１,１９０

科　　目
当中間期 前中間期 前　期

（H１４年６月３０日現在） （H１３年６月３０日現在）（H１３年１２月３１日現在）

百万円 百万円 百万円
負債の部

流動負債 １９,４６８ １９,２０３ １９,０１４

買掛金 ８,７１８ ８,７８３ １０,５８２

短期借入金 ８,７４１ ８,２７３ ６,４５３

繰延税金負債 ２７ ７２ ３０

その他 １,９８１ ２,０７３ １,９４７

固定負債 ２,５７２ １,４１４ ２,６５１

長期借入金 １,８３２ ６０６ １,８６８

退職給付引当金 ４２７ ２７７ ４４８

役員退職慰労引当金 １６７ １４０ １５３

繰延税金負債 ３７ ２ ４６

その他 １０７ ３８７ １３３

負債合計 ２２,０４１ ２０,６１７ ２１,６６６

少数株主持分 ２２６ ９２ ２４７

資本の部
資本金 ２,１４４ ２,１４４ ２,１４４

資本準備金 １,８５３ １,８５３ １,８５３

連結剰余金 ５,３８３ ５,１８３ ５,３８３

その他有価証券評価差額金 △９８ △２７ △１１６

為替換算調整勘定 △３０１ △３４７ １２

資本合計 ８,９７９ ８,８０４ ９,２７６

負債・少数株主持分・資本合計 ３１,２４７ ２９,５１４ ３１,１９０
科　　目

当中間期 前中間期 前　期
( ) ( ) ( )

百万円 百万円 百万円

連結剰余金期首残高 ５,３８３ ５,３７３ ５,３７３

連結剰余金減少高 ３７ ５７ ９５

中間（当期）純利益又は中間純損失（△） ３８ △１３２ １０４

連結剰余金中間期末（期末）残高 ５,３８３ ５,１８３ ５,３８３

中間比較連結損益計算書 中間連結キャッシュ・フロー計算書

科　　目
当中間期 前中間期 前　期
( ) ( ) ( )

百万円 百万円 百万円

売上高 ４３,７６２ ３９,２９８ ８２,２１８

売上原価 ４０,６９０ ３６,７２９ ７６,６５９

売上総利益 ３,０７１ ２,５６９ ５,５５８

販売費及び一般管理費 ２,５０９ ２,３２２ ４,７２８

営業利益 ５６２ ２４７ ８２９

営業外収益 ３０６ ５０２ １,００３

営業外費用 ６６９ １６７ ４０１

経常利益 １９９ ５８１ １,４３１

特別利益 ― ４８ １１８

特別損失 １１３ ７１３ １,０７４

税金等調整前中間（当期）純利益又は中間純損失（△） ８５ △８３ ４７４

法人税、住民税及び事業税 ２３２ ４８７ ５８４

法人税等調整額 △１８２ △４４０ △２３６

少数株主利益又は損失（△） △３ ２ ２１

中間（当期）純利益又は中間純損失（△） ３８ △１３２ １０４

科　　　　目
当中間期 前中間期 前　期
( ) ( ) ( )

百万円 百万円 百万円
営業活動によるキャッシュ・フロー
税金等調整前中間（当期）純利益又は中間純損失（△） ８５ △８３ ４７４
減価償却費 ３４３ ２７５ ６３９
貸倒引当金の増加額 １００ １８ １２２
受取利息及び受取配当金 △１３０ △１１０ △１７６
支払利息 １０４ １５２ ２８２
為替差損益 ４０８ △２１１ △５４０
持分法による投資損益 ６６ △１９ ４６
売上債権の減少額 ５９３ １２,７４７ ３,７３０
たな卸資産の増減額 △６２１ △８９６ １,３５１
仕入債務の減少額 △１,２７２ △１１,９６５ △２,６２２
在庫損失 ― ４４６ ４０２
退職給付移行時差異償却 ― ２０７ ４１５
その他 △４０４ ４５０ ３６１
小　計 △７２５ １,０１１ ４,４８７
利息及び配当金の受取額 １２９ １１０ １７８
利息の支払額 △１０９ △１３０ △２８９
法人税等の支払額 △２６３ △４２８ △８８４
営業活動によるキャッシュ・フロー △９６８ ５６３ ３,４９１

投資活動によるキャッシュ・フロー
有価証券の取得による支出 ― △２９７ ―
有価証券の売却等による収入 ― ４０１ ―
有形固定資産の取得による支出 △２３０ △５９８ △１,１９５
有形固定資産の売却による収入 ２ ３ ０
無形固定資産の取得による支出 △４ △１０ △２６
投資有価証券の取得による支出 △４６ △３１８ △５７９
投資有価証券の売却等による収入 ３５ ２７２ １５４
貸付けによる支出 ― △８６１ △１７４
貸付金の回収による収入 ２１ ８９２ １４８
その他 △９ △２８ △１９
投資活動によるキャッシュ・フロー △２３１ △５４２ △１,６９２

財務活動によるキャッシュ・フロー
短期借入金の純増減額 ２,４４２ △８０９ △２,３９２
長期借入れによる収入 ― ５２１ １,９００
長期借入金の返済による支出 ― △６４ △５６３
配当金の支払額 △３７ △３７ △７５
少数株主への配当金の支払額 ― △９ △９
少数株主からの払込 ― ― １４６
その他 ― △８ ―
財務活動によるキャッシュ・フロー ２,４０４ △４０７ △９９４

現金及び現金同等物に係る換算差額 △２６ ９０ ７５
現金及び現金同等物の増減額 １,１７８ △２９５ ８７９
現金及び現金同等物の期首残高 ４,４０１ ３,５２１ ３,５２１
現金及び現金同等物の期末残高 ５,５７９ ３,２２５ ４,４０１

中間比較連結剰余金計算書

H１４年１月１日～
H１４年６月３０日

H１３年１月１日～
H１３年６月３０日

H１３年１月１日～
H１３年１２月３１日

H１４年１月１日～
H１４年６月３０日

H１３年１月１日～
H１３年６月３０日

H１３年１月１日～
H１３年１２月３１日

H１４年１月１日～
H１４年６月３０日

H１３年１月１日～
H１３年６月３０日

H１３年１月１日～
H１３年１２月３１日

＊当中間期の特別損失の内訳は次の通りであります。

①投資有価証券評価損………………………６６百万円

②貸倒引当金繰入額…………………………４７百万円

＊

◆中間比較連結剰余金計算書注記

剰余金減少高の内訳は次の通りであります。 当中間期 前中間期 前　　期　

①配当金 …………………………………………３７百万円………３７百万円………７５百万円

②取締役賞与金……………………………………―百万円………２０百万円………２０百万円

020101̃0630  02.9.9 4:58 PM  ページ 6



98

中間単独財務諸表

中間比較貸借対照表

科　　目
当中間期 前中間期 前　期

（H１４年６月３０日現在） （H１３年６月３０日現在）（H１３年１２月３１日現在）

百万円 百万円 百万円
資産の部

流動資産 １０,４８９ １０,１２８ ９,９９９

現金及び預金 １,０１３ １,３７９ １,３５７

受取手形 １９０ ２９４ ２５７

売掛金 ６,９９６ ６,３０４ ６,８６３

たな卸資産 １,２８５ １,１０２ ６９４

繰延税金資産 １９７ ２０４ １５９

未収消費税等 ３０３ ３２６ ３２４

その他 ５２６ ５５１ ３７６

貸倒引当金 △２４ △３５ △３４

固定資産 ４,８８７ ４,４０９ ４,８２０

有形固定資産 ４８ ５１ ５３

無形固定資産 ６ ５ ４

投資その他の資産 ４,８３２ ４,３５３ ４,７６１

投資有価証券 ２,６０２ ２,５６２ ２,６２２

繰延税金資産 ４３５ ２９４ ４４８

その他 １,９４３ １,５７２ １,８２１

貸倒引当金 △１４８ △７６ △１３０

資産合計 １５,３７７ １４,５３８ １４,８１９

科　　目
当中間期 前中間期 前　期

（H１４年６月３０日現在） （H１３年６月３０日現在）（H１３年１２月３１日現在）

百万円 百万円 百万円
負債の部

流動負債 ６,９２９ ７,５１２ ６,５２２

買掛金 ３,８４０ ４,６１７ ４,３５１

短期借入金 ２,３７８ ２,１３８ １,７３４

未払法人税等 １６ １６９ ４８

未払費用 ４０５ ３８９ ２４０

賞与引当金 ５３ ５６ ５２

その他 ２３５ １４２ ９５

固定負債 ２,４２７ １,０５１ ２,４６８

長期借入金 １,８３２ ６００ １,８６６

退職給付引当金 ４２７ ２７６ ４４８

役員退職慰労引当金 １６７ １４０ １５３

その他 ― ３３ ―

負債合計 ９,３５６ ８,５６３ ８,９９０

資本の部

資本金 ２,１４４ ２,１４４ ２,１４４

資本準備金 １,８５３ １,８５３ １,８５３

利益準備金 ３４ ３０ ３４

その他の剰余金

任意積立金 １,６００ １,５００ １,５００

中間（当期）未処分利益 ４８８ ４７５ ４１４

その他の剰余金合計 ２,０８８ １,９７５ １,９１４

その他有価証券評価差額金 △９８ △２７ △１１６

資本合計 ６,０２１ ５,９７４ ５,８２９

負債及び資本合計 １５,３７７ １４,５３８ １４,８１９

中間比較損益計算書

科　　　　　目
当中間期 前中間期 前　期
( ) ( ) ( )

百万円 百万円 百万円

売上高 １７,９９９ ２０,２５４ ３８,１２６

売上原価 １７,３１８ １９,６３８ ３６,７１６

売上総利益 ６８１ ６１６ １,４１０

販売費及び一般管理費 ９１８ ９１４ １,８５６

営業損失（△） △２３６ △２９８ △４４５

営業外収益 ６４１ ８７０ １,１６９

営業外費用 １６８ ２９ ５２

経常利益 ２３６ ５４２ ６７１

特別利益 ６１ ２５ ９４

投資有価証券売却益 ― ２５ ２５

オプション取引解約益 ― ― ６８

貸倒引当金戻入益 ６１ ― ―

特別損失 １１３ ２９９ ５８１

退職給付移行時差異償却 ― ２０７ ４１５

関係会社株式評価損 ― ５９ ―

在庫損失 ― ３２ ―

投資有価証券評価損 ６６ ― １６５

貸倒引当金繰入額 ４７ ― ―

税引前中間（当期）純利益 １８４ ２６８ １８３

法人税、住民税及び事業税 ９ ２３３ ２１３

法人税等調整額 △３７ △１９８ △２４３

中間（当期）純利益 ２１２ ２３３ ２１３

前期繰越利益 ２７６ ２４１ ２４１

過年度税効果調整額 ― ― ―

中間配当額 ― ― ３７

中間配当に伴う利益準備金積立額 ― ― ３

中間（当期）未処分利益 ４８８ ４７５ ４１４

H１４年１月１日～
H１４年６月３０日

H１３年１月１日～
H１３年６月３０日

H１３年１月１日～
H１３年１２月３１日
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株式の状況 会社概要

■役員および監査役（２００２年６月３０日現在）

取締役社長 村 井 史 郎
取　締　役 武 内 繁 憲 第１・第２・第３・海外生産（ＥＭＳ）グループ担当

取　締　役 橋 詰 研 作 総務部・経営企画部・関連事業部担当、経理部長、業務部長

取　締　役 村 瀬 漢 章 企画開発部長・生産管理部長

取　締　役 嶋 井 節 夫 システム管理室長

取　締　役 大 庭 勝 躬 第４・第５・第６グループ担当

取　締　役 宮 田 光 雄 産業機器グループ・新事業開発グループ担当

常勤監査役 中 塚 久 夫
監　査　役 池 本 雅 勇 サカタインクス株式会社　代表取締役副社長

監　査　役 北 村 玄 一 サカタインクス株式会社　常勤監査役

監査役のうち、池本雅勇氏、北村玄一氏は、商法特例第１８条第１項に定める社外監査役です。

■株式の状況（２００２年６月３０日現在）

会社が発行する株式の総数 ………………………２０,０００,０００株
発行済株式の総数 …………………………………６,３００,０００株
当期末株主数 ……………………………………………１,４９３名

■大株主（２００２年６月３０日現在） ■会社概要（２００２年６月３０日現在）

商　　号 シークス株式会社

設　　立 １９９２年７月１日

資 本 金 ２,１４４百万円

従業員数 １５７名

本　　社 大阪市中央区南本町１-８-１４

東京事務所 東京都千代田区神田須田町２-７-３

U R L http://www.siix.co.jp

株主名 持株数 持株比率
株 ％

サカタインクス株式会社 ２,８４９,０００ ４５.２２

村井史郎 ４５０,０００ ７.１４

株式会社あさひ銀行 ２２０,０００ ３.４９

株式会社三井住友銀行 ２００,０００ ３.１７

ビービーエイチフォーフィデリティー

ジャパンスモールカンパニーファンド
１５６,０００ ２.４８

日本マスタートラスト信託銀行株式会社 １４６,０００ ２.３２

シークス社員持株会 １１０,９００ １.７６

投資信託受諾者

三井アセット信託銀行株式会社
９８,６００ １.５７

株式会社東京三菱銀行 ９０,０００ １.４３

バンクオブバミューダガンジーリミテッド

アトランティスジャパングロースファンド
６９,５００ １.１０

■所有者別所有株数 ■所有者別株主数

外国法人等 6.44%

その他の法人�
47.95%

証券会社 0.54%
金融機関 0.81%

金融機関 13.36%

証券会社 0.34%

個人・その他�
95.77%

個人・その他�
31.91%

その他の法人 2.28%

外国法人等 0.60%

※当社の当該大株主への出資はありません。

■株価・出来高推移（２００１年９月～２００２年７月）

0

4,000

8,000

12,000

16,000

20,000

24,000

0

2,000

1,000

3,000
株価（円）� 出来高（百株）�

2000年�
9月� 10月� 11月� 12月� 1月� 2月�

2002年�
9月� 10月� 11月� 11月� 12月� 1月� 2月� 3月� 4月� 5月� 6月� 7月� 3月� 4月� 5月� 6月� 7月�8月�

2001年�

２０００年１１月
東京証券取引所市場
第二部に上場

■関連子会社・事業所一覧（２００２年６月３０日現在）

関連子会社 主 な 事 業 内 容

●SiiX Singapore Pte. Ltd. : Singapore 電子部品等の輸出入販売
●SiiX H.K. Ltd. : China 電子部品等の輸出入販売
●SiiX TWN Co., Ltd : Taiwan 電子部品等の輸出入販売
●SiiX Logistics Phils., Inc. : Philippines 電子部品等の輸出入販売
●SiiX Logistics Singapore Pte. Ltd. : Singapore 電 子 部 品 等 の 物 流
●SiiX Electronics Singapore Pte. Ltd. : Singapore 電子部品等の輸出入販売
●SiiX Bangkok Co., Ltd. : Thailand 電子部品等の輸出入販売
●SiiX (Shanghai) Co., Ltd. : China 電子部品等の輸出入販売・物流
●SiiX Europe GmbH : Germany 電子部品等の輸出入販売
●SiiX U.S.A. Corp. : Illinois, U.S.A. 電子部品等の輸出入販売
●SiiX Phils., Inc. : Philippines 電子部品等の輸出入販売
●PT SiiX Electronics Indonesia : Indonesia 電子回路実装および機器・部品の組立・加工

関連子会社 主 な 事 業 内 容

●SiiX EMS(Thailand) Co., Ltd. : Thailand 電子回路実装および機器・部品の組立・加工
●Nansha Sakata Ink Corp. : China 印 刷イン キ の 製 造 販 売
●イスロン株式会社 : Japan 半 導 体 の 設 計 ・ 開 発
●Sluzba SiiX Electronics s.r.o. : Slovakia 電子回路実装および機器・部品の組立・加工

事業所

●SiiX U.S.A. Corp. San Jose Branch : Calif., U.S.A.
●SiiX do Brasil Ltda. : Brasil
●PT Siix Indonesia : Indonesia
●SiiX Corp. Seoul Liaison Office : Korea
●SiiX H.K. Ltd., Shenzhen Liaison Office : China
●SiiX Singapore Pte. Ltd. Chennai Liaison Office : India
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株主メモ
決 　 算 　 期 毎年１２月３１日

定時株主総会 毎年３月

基 　 準 　 日 定時株主総会 毎年１２月３１日
そのほか必要のあるときは、
あらかじめ公告して定めた日

名義書換代理人 大阪市中央区北浜四丁目５番３３号
住友信託銀行株式会社

同事務取扱場所 大阪市中央区北浜四丁目５番３３号
住友信託銀行株式会社　証券代行部

（郵便物送付先） 〒１８３-８７０１
東京都府中市日鋼町１番１０
住友信託銀行株式会社　証券代行部

（電話照会先） （住所変更等用紙のご請求） ０１２０-１７５-４１７
（その他のご照会） ０１２０-１７６-４１７

（インターネットホームページURL） ht tp : / /www.sumi tomot rus t . co . jp /STA/
re ta i l / se rv i ce /da iko / index .h tm l

同 取 次 所 住友信託銀行株式会社　全国各支店

公告掲載新聞 日本経済新聞

１単元の株式の数 １００株

上 場 取 引 所 東京証券取引所市場第二部
大阪証券取引所市場第二部

本社●〒５４１-００５４大阪市中央区南本町１-８-１４
電話●０６-６２６６-６４００ FAX●０６-６２６６-６４２８ URL●http://www.siix.co.jp 証券コード●7613シークス株式会社
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